
□ ①GHG（温室効果ガス）排出量削減のための取組みがある

□ ②生態系と生物多様性の保全に配慮した原材料を使用している

□ ③原材料の生産にあたる労働者の人権に配慮している

□ ④原材料となる動物の福祉・権利を遵守している

□ ⑤製造工場等及び社内における全ての労働者の人権を尊重している

□ ⑥製造の過程における温室効果ガスの排出を削減している

□ ⑦化学物質を適正に管理し排出の削減に努めている

□ ⑧新たな資源の投入を最小限にし、持続可能な資源の保全に努めている

□ ⑨業種や原材料に対し可能な認証を取得している

□ ⑩製造の過程で発生する廃棄物を抑制している

□ ⑪最終処分場で廃棄される部材の使用や製品の製造をしないよう努めている

□ ⑫製品の輸送における CO2 の排出を削減している

□ ⑬原材料についてトレーサビリティを確保し公開している

□ ⑭サプライヤーと公平公正な取引を行っている

A-Ⅱ.長期使用に耐えるものまたは再生可能なものを製造・供給しているかどうか

□ ①自社による修理・再生システムを構築している

□ ②長期使用に耐えることを前提とした製品開発をしている

□ ③サーキュラーエコノミーを実践している

□ ④消費者の安全を重視した製品開発をしている

□ ⑤不要となった製品を回収するシステムを構築している

□ ⑥次世代が受け継ぐ価値のある製品を製造している

□ ⑦使用中の GHG（温室効果ガス）排出を削減している

A-Ⅲ.製造・供給することにより地域やそこに暮らす人々を応援することになるものを製造・供給しているかどうか

□ ②主要な原材料を生産する地域の雇用を促進している

□ ③原材料は事業を行う地域から調達している

□ ④国産材を積極的に使用している

□ ⑤事業を行う地域にある社会的課題の解決に貢献している

□ ⑥主要な原材料を生産する地域にある社会的課題の解決に貢献している

□ ⑦地域の文化や伝統を尊重した事業を行っている

□ ⑧災害による被災地の復興支援となる製品やサービスを提供している

A インテリア構成部材の製造者・供給者用チェックシート

A-Ⅰ.材料の調達から製造・供給の過程で、環境や社会に負荷をかけないものを製造・供給しているかどうか
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